
小松島市

地方公共団体の基礎データ

協議会の基礎データ

設 置 年 月 日 平成30年７月24日

事 務 局
市民環境部市民生活課
保健福祉部介護福祉課
小松島市消費生活センター

構 成 団 体 数 18団体
設 置 要 綱 有り

地方公共団体の紹介

※平成30年10月１日現在

小松島市は、徳島県の東側に位置し、中心部は北部の勝浦川、南部の那賀川による肥沃な平
野部が広がり、北西部にかけては徳島市と隣接しています。東部は紀伊水道に面し、古くより
天然の良港に恵まれており、近年は、海外からの豪華客船が小松島港に立ち寄るなど、インバ
ウンド産業にも力を入れています。

また、農林水産物としては、本市推奨のハモを始め、加工品としての和田島ちりめんや竹ち
くわなどの海産物のほか、県内一の生産量を誇るオクラやヤマモモ、菌床しいたけなどの農産
物をふるさと納税の返礼品に取り入れるなど、小松島ブランド産品の育成・強化と魅力発信に
努めています。

設立会議の様子

人 口 37,168人

高 齢 化 率 33.5％

面 積 45.4㎢

消費者行政担当職員数(消費生活相談員数を除く)：５人

センター名称
( 広 域 連 携 )

小松島市消費生活センター(小松島市内)
（小松島市、勝浦町、上勝町）

消費生活相談員数 ：２人 消費生活相談件数 ：268件
（平成29年度）

開 所 日
（祝日・年末年始除く）

週５日開所
（ 月・火・水・木・金 ）

「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

小松島モデル構築を目指して

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市
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福祉部局が行っている「見守り協定」は、高齢者等の安否確認などが主な取組です。その福
祉部局の見守り活動の中に、消費者被害の未然防止や早期発見といった観点を加えてもらいた
いと考えていました。そして、消費者行政部局である市民生活課が中心となり、消費生活相談
員はもちろん、福祉部局にも事務局として参加してもらい、関係団体と共に新規に協議会を立
ち上げました。

◆選定のポイント
当市の見守り活動に参画いただいている団体に広く声掛けしたいと考え、既に見守り協定

を締結している新聞専売所や生協、郵便局に加え、社会福祉協議会や民生委員・児童委員連
絡協議会などの福祉関係団体、老人クラブ連合会、金融機関にも参画いただきました。また、
高齢者を対象として、地域で草の根活動に取り組まれているボランティア団体にも参画いた
だきました。

各団体への参画依頼については、先に設立されている徳島県の協議会「とくしま消費者見
守りネットワーク」の構成団体が親団体となることから、県から事前にこれら親団体に対し
当市の協議会への協力依頼をしていただいたため、スムーズに参画依頼を行うことができま
した。

また、各構成団体の代表者を委員に委嘱し、地方消費者行政強化交付金を活用して委員報
酬を支払うことにしました。

構成員について

平成22年に小松島市消費生活センターを開設し、小松島市民に対する消費生活相談を行って
きました。平成29年度からは、小松島市民に加えて勝浦町、上勝町の町民に対しても広域連携
で消費生活相談を行っています。

また、当市では、平成23年にボランティア組織「「こまつしま」くらしの安全・安心サポー
ター」が設立されるなど、センター開設後早々からセンターとのつなぎ役を市民に担っていた
だいています。

当市の各部局においては、新聞専売所や生協、郵便局と一人暮らしの高齢者の方の見守り等
に関する協定を締結するなど、見守り活動に関する下地はありましたが、当市の関係各課や事
業者を含めた関係団体が一堂に会し、情報を共有する場はありませんでした。

こうした状況を踏まえ、庁内での連携及び高齢者等の見守り活動に関係する団体が一体と
なって相互に情報共有を図りながら、高齢者等が消費者被害に遭わないように取り組んでいく
必要があると考え、協議会を設置することにしました。

設置の背景

12

新規市民生活課（消費者行政部局）が中心の組織

「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市
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見守りネットワークイメージ図

「消費者庁イラスト集」より

3月 4月 5月 6月 7月

スケジュール

設
置

４月末から５月末まで、
構成員・構成団体への説明、
合意形成

平成29年11月に交付金の予算要求
構成員等の洗い出しや設置方法につ
いて検討

４月末から５月末まで、
設置要綱案の作成

６月上旬から設立会議の準備

7/24

H30

【消費者関係】
【福祉関係】
【医療・保健関係】
【警察・司法関係】
【教育関係】
【事業者関係】
【その他民間団体】
【その他行政関係部局等】

構成員の主な内訳（全18構成員)
4
４
０
１
0
5
4
0

構
成
員

決
定

小松島市消費者安全確保地域協議会

福祉部局が行っている「見守り協定」と協議会の活動が密接に関係していることから、介
護福祉課には、協議会の取組の重要性を認識していただき、各関係団体との連絡・調整役を
担っていただくことになりました。

◆参画依頼時の構成員の反応
構成員からは、「参加するのは構わないが、その上でどういったことをすればよいのか。」

という質問を多く受けました。当課からは、「小松島市消費生活センターの認知度は、まだ高
いとはいえないため、センターがあることを認識していただくとともに、普段の活動の中で高
齢者等の異変に気付いた際に、センターへの相談を促す声掛けや関係部局への連絡をお願いし
たい。」と依頼しました。また、その情報共有の場として協議会を活用していただきたい旨を
説明し、趣旨に賛同していただきました。

「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市

消費者関係

福祉関係

事業者関係

その他民間団体

徳島県

高齢者・障がい者等

情報共有・連携

事務局
（市民生活課、介護福祉課、

消費生活センター）

警察

37



◆今後の活動
・年２回程度、協議会の開催を予定しています。
・緊急の対応が必要な場合は、事務局から構成員に対して情報提供をします。
・協議会の運営に当たっては、消費者被害に関する事例の情報共有を構成員間で図り、それを

基にセンターへの連絡や高齢者等への声掛けに重点を置いた見守り活動をしていただきます。

～小松島モデル構築へ～
当市では、消費生活相談の件数が少なく、消費者被害に関する全ての情報がセンターに一元

化できているわけではないため、対応は手探りの状態です。
今後の協議会の活動については、各構成員からの情報提供と事務局からの情報提供の双方向

の連携に重点を置きたいと考えています。悪質商法や特殊詐欺等の種類ごとに、相談現場の生
の声を集約し、どのように未然に消費者被害を防げたのか、どのように早期に被害を発見した
のかなど、被害の未然・拡大防止のためのモデルケースを将来的に構築したいと考えています。
構成員がケースに応じた見守り活動の取組を効果的に行えるような小松島モデルを構築し、

まずは構成員にその手法をフィードバックしていきたいと考えています。
いずれ小松島モデルが、全国に広がるよう協議会の活動を積極的に取り組んでいきたいと考

えています。

今後の活動・課題 など

協議会への参画をお願いするに当たり、消費者被害防止には“女性の視点が重要”であると考
え、各団体には可能であれば女性の参画をお願いしたい旨の依頼をしました。これは、男女共
同参画の観点と、女性の方が高齢者宅を訪問した際に、生活状況の変化に気付きやすいと考え
たためです。

また、草の根活動をされている地域のボランティア団体に参画いただくことで、同団体の
ネットワークの広がりから、センターの周知が進むのではないかと考えています。

このほか、外出機会が少ない高齢者など、声が届きにくい高齢者等に向けても啓発を進めて
いくため、年４回、センターが広域連携で対応している１市２町の広報誌に消費生活センター
通信「３８－６８８０だより」を折り込み、全世帯へ配布しています。

苦労した点・工夫した点 など

有り個人情報の取扱い

個人情報の取扱いについては、構成員からセンターへの情報提供のみとしています。
取組を進める中で、構成員間で個人情報を共有し、個別に対応する必要が生じた場合は、当市

の関係部局とその事案に直接関係する構成員間で、連携を図りながら対応を検討する方針として
います。

今後、個人情報を構成員とどのように共有するかも含めて、慎重に検討したいと考えています。

「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市
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担当者の声

協議会を立ち上げるに当たり、どの団体に声を掛けるべきか、事務局は消費者部局だけでよ
いのか、などの課題がありました。県の消費者行政部局に相談する中で、先行して協議会を立
ち上げた市町に関する情報の提供や、構成団体への事前調整を行っていただくなど、県のバッ
クアップ体制には非常に感謝しております。

見守りが必要な高齢者の方々に行政の情報を確実に届けるためには、普段から高齢者と接す
る機会の多い構成員の方々の力が必要であると、消費者行政を担当した当初から感じていまし
た。

協議会を設置したことにより、その第一歩を踏み出すことができましたので、今後も県と連
携を図り、最新の情報交換を行いながら、より効果的な活動ができるように、取り組んでいき
たいと考えています。

14◆課題
これから協議会の活動をどのように展開していくかが検討課題です。検討に当たっては、構

成員に「協議会に参画して有益であった。」と思ってもらえるような活動を実施していく必要
があるため、構成員の方々の御意見も参考にし、課題に取り組んでいきます。

消費生活センター通信「３８－６８８０だより」

「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市
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（趣旨）
第１条 この要綱は、消費生活上特に配慮を要する高齢者、障がい者、認知症当事者及びそ

の他見守りが必要な市民（以下「高齢者等」という。）に対する見守り等必要な取組を行
うため、消費者安全法（平成21年法律第50号。以下「法」という。）第11条の３第１項
に規定する消費者安全確保地域協議会を設置するにあたり、会の組織並びに運営等に関し
必要な事項を定めるものとする。

（会の名称）
第２条 小松島市における消費者安全確保地域協議会の名称については、小松島市消費者安

全確保地域協議会（以下「協議会」という。）とする。

（所掌事項）
第３条 協議会は、次に掲げる事項を所掌する。
（１）市の区域における消費者の安全確保のため、消費者トラブルなどの情報共有・その未

然防止並びに被害軽減のための対策、また高齢者等に対する見守り活動などの取組に関す
る協議及び相互連携に関すること。

（２）市の区域における消費者啓発活動の総合的、体系的かつ効果的な推進に関して、情報
交換及び調整に関すること。

（３）前２号に掲げるもののほか、消費者被害防止のため、必要と認められる事項。

（組織）
第４条 協議会の委員は、次に掲げる組織の構成員をもって組織する。
（１）行政・警察
（２）消費者行政と関係のある市民団体・地域の団体
（３）福祉団体
（４）金融機関
（５）その他、協議会の趣旨に賛同する機関及び団体

（委員の任期）
第５条 委員の任期は、２年とし、市長が委嘱する。ただし、前任者の人事異動等により委

員が欠けた場合における後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
２ 委員は再任されることができる。

（会長及び副会長）
第６条 協議会に会長及び副会長を各１名置く。
２ 会長は委員の互選により定める。
３ 副会長は、会長が委員の中から指名する。

「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市

小松島市消費者安全確保地域協議会設置要綱
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「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市

（会長の職務等）
第７条 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理する。

（委員報酬）
第８条 協議会の開催における委員報酬については、会長日額6,500円、委員日額6,000円

とする。ただし、公務員についてはこれを支給しないものとする。また、公務員以外の委
員においても報酬の辞退を妨げない。

（会議）
第９条 協議会の会議（以下「会議」という。）は，会長が必要に応じて招集し、その議長

となる。ただし、委嘱後最初の会議等で会長が定められていない場合は市長が招集する。
２ 会議は委員の過半数の出席がなければ開くことができない。
３ 委員は、都合により会議を欠席する場合は代理の者を出席させることができる。ただし、

代理者が会議に出席した場合の委員報酬は支給しないものとする。
４ 会議において議決を要する案件については、出席した委員の過半数の賛成をもって決し、

可否同数の場合は会長の決するところによる。
５ 協議会は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明もしく

は意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。

（秘密の保持）
第10条 委員は、会議及び協議会の活動上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職務を

退いた後も同様とする。

（協議会の庶務）
第11条 協議会の庶務は消費者行政担当課において処理する。

（その他）
第12条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が会議に

諮って定める。

附 則
この要綱は、平成30年７月24日から施行する。
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小松島市消費者安全確保地域協議会 構成員等一覧

１ 小松島市消費者協会

２ 社会福祉法人小松島市社会福祉協議会

３ 小松島市身体障がい者連合会

４ 小松島市民生・児童委員連絡協議会

５ 県南徳新会小松島支部

６ 生活協同組合とくしま生協

７ 日本郵便株式会社小松島横須郵便局

８ 株式会社阿波銀行小松島支店

９ 株式会社徳島銀行小松島支店

10 「こまつしま」くらしの安全・安心サポーター

11 南サロンのぞみ

12 小松島市防犯協会

13 小松島市老人クラブ連合会

14 小松島警察署生活安全課

15 徳島県危機管理部消費者くらし安全局消費者くらし政策課

16 小松島市保健福祉部介護福祉課

17 小松島市消費生活センター

18 小松島市市民環境部市民生活課

「消費者安全確保地域協議会」設置事例集 in 徳島

３.（５）小松島市消費者安全確保地域協議会 徳島県 小松島市
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